




























© Arthur D. Little 15出所：経済産業省「ものづくり白書2016」

過度な円高の是正により、ドル円相場が80円(2012)⇒121円(2015)に振れたことを背景に、
国内設備投資が増加

（参考）2013年以降の海外設備投資動向

2014年以降海外設備投資が頭打ちになった背景 ～ものづくり白書2016より～

我が国製造業の設備投資動向 リーマン・ショック以降、
製造業では海外拠点の強化が続いたが、2013 年度以
降は設備投資に占める海外への投資の割合が頭打ちと
なり、足下では横ばい傾向となっている。これは、引き続
き海外への設備投資が増加する中でも、過度な円高の
是正などにより国内の立地環境が見直され、国内への
設備投資が増加したためである。日本政策投資銀行の
調査に おいても、今後の国内外の供給能力の強化につ
いて、「相対的に国内を強化」が横ばい、「相対的に海外
を強化」が減少傾向で推移しているのに対し、「内外とも
に強化」が増加傾向を示している。
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各産業分類の定義は以下の通り

産業類型の再定義

分類名 定義 対象産業分類：中分類（小分類）

①BtoB型素材 •個人消費者への直販がない基礎素材
•繊維(衣服・その他の繊維製品製造業以外)、化学（無機化学工業製品製造業、有機化学工業製
品製造業、その他の化学工業）石油石炭(その他の石油製品・石炭製品製造業)、窯業土石、鉄鋼、
非鉄金属

③医薬品 同上 •医薬品製造業

④電子部品
• （半導体・ディスプレイ等も含む）広義の電
子部品

•情報通信機械(電子部品・デバイス・電子回路製造業)

⑥素形材
•素形材加工(切削・鋳造等)部品やその他含
めた⑨⑩向けの④以外の部品

•金属製品、輸送機械(附属品製造業)

⑤産業機械
•製造装置やインフラ向け機械などの産業用
機械及びそのキーコンポーネント

•はん用機械、生産用機械、業務用機械、情報通信機械(産業用電気機械器具製造業、電子応用
装置製造業、その他の電気機械器具製造業)、輸送機械(その他の輸送用機械器具製造業)

⑩家電・家具 •同上
•情報通信機械(通信機械器具・同関連機械器具、民生用電気機械、映像・音響機械器具製造業。
電子計算機・同附属装置製造業)、その他の製造業(家具・装備品製造業)

⑪情報サービス
• ICT/ソフトウェア技術をベースとしたシ
ステム・サービス

•その他の製造業(印刷・同関連業)、情報通信(情報サービス業)

⑧プラ・ゴム
・皮革製品

•部品(BtoB)・最終製品(BtoC)が混在する
素材加工型製品

•その他の製造業(プラスチック製品製造業、ゴム製品製造業、なめし革・同製品・毛皮製造業、そ
の他製造業)

②BtoB/BtoC

混在型素材
•法人向け・個人向けの両方のビジネスが混
在する素材製品

•食料品、繊維(衣服・その他の繊維製品製造業)、木材紙パ、化学（化学肥料製造業、洗剤・化粧
品・塗料、油脂加工製品・石けん・合成洗剤・界面活性剤・塗料製造業、化粧品・歯磨、その他の
化粧用調整品製造業）、石油石炭(石油精製業)

⑦自動車部品 •同上 •輸送機械(自動車部分品)

⑨自動車 •個人消費者向け(中心)の組立型最終製品 •輸送機械(自動車、自動車車体・附随車製造業)

























© Arthur D. Little 31出所：海外事業活動基本調査データ集を基にADL作成

グローバルな事業拡大のけん引役が家電→自動車を経て、現在は素材・電子部品などのBtoB型
産業にシフトしつつある中で、今後はCN化や地政学的リスクの影響に注視が必要

サマリー：産業類型における現状と今後に向けた課題

現状業種中分類

BtoB型素材

toB/toC混在素材

電子部品

産業機械

自動車部品

プラ･ゴム･皮革製品

自動車

医薬品

素形材

家電･家具

今後に向けた課題

1995-2012で一定の海外展開（現地拠点設立）が進むも、足元（2012→2020）は円安＋
国内キャパ余剰埋めのための海外輸出で稼ぐ構図（輸出入収支も黒字転換）

CN化の影響＋国内業界再編（生産能力適正化）を受けた輸
出型のビジネスモデルの持続性が課題

売上は伸びるも企業内輸出入収支では赤字傾向続く。売上拡大のドライバーは、中国・
アジアだが、中国は輸出型でアジアは地産地消型。R&D現地化はほとんど進んでおらず、
CAPEXは足元北米で例外的に増加

CNも地政学リスクもそこまで大きなインパクトはない（既
に地産地消進行＆ハイエンド品ではない）

足元(12→20)では、進出企業数・売上高ともに減少傾向。特に先進国での売上規模（競
争力）低下が顕著（但し地産地消化は進行）。一部アジアでの輸出製造拠点化も進行

CN、地政学などのリスクへの対応以上に、そもそもの産業
競争力の復活の方が課題

売上自体は堅調に伸びており、貿易・所得収支もV字回復傾向。元々製造(輸出)拠点とし
て中国・アジアに進出→足元では地産地消化(Or日本からの輸出モデル復活)へのシフト
が進行中

(CNというよりも)地政学リスクによるグローバルサプライ
チェーンの変化がリスク

海外生産・国内輸入が定着し、売上は2012年以降横這い。海外での投資は設備投資から
R&Dに軸足が移りつつある。製品によっては、地政学リスクに留意が必要か

製品によっては、地政学リスクに留意が必要

売上自体は堅調に伸びており、海外生産・国内輸入が定着（するも近年は輸入超過額は
減少）。これまではアジア・中国での生産拡大が主だったが、直近では北米での現地生
産化拡大がトレンドに

CN化の影響がどうでるかがポイント（一方で一定生産の海
外シフト(地産地消化)が進んでいる為、影響は少ない）

1995→2012にかけて海外事業が急拡大したが、足元は成長は、(特に自動車製造は)鈍化

傾向にある中、海外での投資も減少傾向に転じている。唯一の中国のみが依然として成
長が続いてきた。輸出超過も減少傾向

地政学的リスクの中で中国市場での成長持続性に不透明感
＋CN・デジタル対応も進む中で、今後、どこで何に投資す
るかがポイント

1995→2012にかけて海外事業が急拡大したが、足元は成長が鈍化傾向にある中、海外で
の(設備)投資も減少傾向に転じている。北米での地産地消型ビジネスが規模では最大だが、
中国・アジアが稼ぎ頭で特にアジア拠点は日本への輸出拠点も兼務

CN化の影響があるが、一定の現地化が進んでおりインパク
トは大きくない

自動車に先駆けて海外(欧米)展開するも、欧米向けビジネスは横這い～減退。1990年代
以降は中国・アジア生産にシフトしつつ、2000年代以降中国・アジアでの事業拡大にも
挑戦するも、足元は海外展開に背を向けて生産含めて国内回帰する傾向

縮小均衡の中でドメスティック産業になりつつあるが故、
大きなインパクトはない

情報サービス
足元海外事業が拡大、そのドライバーは欧米とアジア（中国オフショア拠点）。R&Dは
大きくないが欧州で拡大

地政学リスクやDX以上に、本来成長市場のはずのアジアな
どでの成長機会がとらえきれていないことが課題










































































































































































